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いうえおプラス ] [ ドミノプラス ]
（３）ことばとり
・ 積み木を将棋の要領で横一列に向き合うよ
うに並べる。[ ジャンケンプラス ]
・ 交代で積み木をいずれかの方向に進めてい
く（何マス進めてもよい）。
・ 自分が相手の積み木に隣接したときに、タ
テかヨコにことばができていれば相手の積
み木を取ることができる。
・ ことばが作れなくなったときに残っている
積み木の多い人が勝ち。[ あいうえおプラ
ス ]
以上のように、現在開発を行っている学習教
材においては多方面からの頭脳の成長および親
子間のコミュニケーションツールとしての活用
が期待される。１：２：４の比率の積木は、数
学的な法則を直観的に理解できるという点で幼
児向けの玩具として非常に有用で、多くの幼児
教育学者が能力開発の教材として採用している。
この教材ではそれに加えて、今まで販売された
シリーズのいわば良い所取りとしての性質を
持っており、標準の遊び方の以外にも、工夫次
第で多種多様なルールや遊び方が可能となって
いる点も大きな特徴である。
